
☑

□

□

総務大臣（ 月 日

〒 -

( )
フリガナ (姓) (名)

☑ 無線従事者規則第46条の規定により 免 許

（住民票コードを記入した場合は、氏名及び生年月日
を証する書類は不要です。なお、免許証の訂正申請又
は再交付申請の場合は、この欄の記入は不要です。）

（該当する年号を○で囲み、生年月日を記入して
　ください。外国人の方は、○を付けずに、西暦で
　生年月日を記入してください。）

住民票コード

月 日

(氏名を自筆で記入したときは、押印を省略できます。)

印生
年
月
日

明治・大正
昭和・平成 年

氏
　
　
名

写真ちょう付欄

電話

（第一級アマチュア無線技士及び第二級アマチュア無線技士の申請を行う場合は、
総務大臣あてとし、それ以外については、所轄総合通信局長あてとしてください。）

収入印紙 ちょう付欄
住
所
等

免許証再交付

総合通信局長）　殿 年

免　　　　　　許

無線従事者 免 許 証 訂 正 申請書（該当する□に✔印を記入して下さい。）

（６枚以上の収入印紙をはる

ときは、そのうち６枚をこの

欄に、他を裏面にはってくだ

さい。申請者は消印しないで

ください。）

1 申請前、６ヶ月以内に撮

影したもの

2 正面、無帽、無背景、

上三分身

3 縦30mm×横24mm

4 裏面に、申請に係る資格

及び氏名を記載してくだ

さい。

5 ちょう付した写真は、免

許証に転写されます。

☑
□
□

（ 月 日合格）

( 年 月 日修了) 実施場所(市区町村名)

（ )
( ) 年 月 日 )

1

2

3

フリガナ フリガナ

氏名 氏名

級アマチュア無線技士

汚損（再交付の場合）

3 破損（再交付の場合） 4 亡失（再交付の場合）

変更前の氏名（氏名に変更があったとき） 変更後の氏名（氏名に変更があったとき）

□
無線従事者規則第45条第1項第2号に該当しますか。 □ □

免許証の訂正、
再交付関係事項

理由欄の該当する数字に
○を付けてください。

理由
1 氏名変更（訂正又は再交付の場合） 2

次の各事項に該当しているか否か、□に✔印を記入してください。

はい いいえ

電波法令に違反して、罰金刑以上の刑に処せられたことがありますか。 □ □
無線従事者の免許を取り消されたことがありますか。 □

免許年月日(

添付書類： 氏名及び生年月日を証する書類（住民票コードを記載した場合は不要です。）、業務経歴証
明書

無線従事者規則第45条第1項（罰則等）関係 （必ず記入してください。） はいと答えた場合は、その内容を記入してください。

 学校卒業
添付書類： 氏名及び生年月日を証する書類（住民票コードを記入した場合は不要です。）、科目履修証明書、

卒業証明書、履修内容証明書（無線従事者規則第31条第1項の確認を受けていない学校を卒業
した場合は必須です。）

資格、業務経
歴等
（業務経歴等で他の
資格を取得しようとす
る場合）

保有している資格
資格の種別

免許証番号

添付書類：氏名及び生年月日を証する書類（住民票コードを記入した場合は不要です。）

養成課程修了
修了証明書の番号
添付書類：氏名及び生年月日を証する書類（住民票コードを記入した場合は不要です。）、養成課程修了証明書

免
許
申
請
関
係
事
項

資
格
取
得
の
要
件

国家試験合格
受験番号 年

申 請 資 格 第 （必ず記入してください。）

無線従事者規則第50条の規定により、免許証の再交付
ので、（別紙書類を添えて）申請します。（該当する□に✔印を記入してください。）

無線従事者規則第46条の規定により、免 　　　　　　 許
無線従事者規則第49条の規定により、免 許 証 の 訂 正 を受けたい

注：

（日本工業規格Ａ列４番・白色）

添付書類：氏名の変更の事実を証する書類、無線従事者免許証（免許証を失った場合は添付不要です。）

免許証の送付を希望するときは、郵便の場合は、郵便切手をはり、申請者の住所（郵便番号を含む。）及び氏名を記載した返
信用封筒を添えて、信書便の場合は、郵便の場合に準じた方法により申請してください。

○を付けてください。


